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言語関連 ERPを用いた外国人の日本語習得過程の考察
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概要

日本語学習中の外国語母語話者と日本語母語話者から得られる言語関連 ERPを比較することによ って，N200とP300

の頂点間振幅か日本語学習中の外国語母語話者の日本語習得の程度を判断するための電気生理的な指標となりうることか

推察された．また，外国語母語話者と日本語母語話者の脳内の言語処理の過程が異なることも示唆された．
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言語は， ヒトが非自己とコミュニケーションをとる

場合にとても有用な道具となる． 言葉なしに私たちの

社会は成り立たないとい っても過言ではない．ーロに

言語の獲得といっても，例えば，幼小児が言葉を獲得

する場合もあれば， 日本語を憶えた私達が新たに外国

語を習得しようとする場合もある．種々の疾病に伴っ

て起こる失語症の様に一度獲得した言語か消失し，そ

れを再度習得する言語 リハビ リの場合も考えられる．

また，誘発電位は，末梢部の感覚受容器，または，

直接神経を刺激することによ って，各々 固有の神経経

路，および，大脳から誘発される生体電気信号を記録

したものである 1,2)．事象関連電位 (Event-Related 

Potentials : ERP)は，P300, CNV, MRCP, Pain 

Related P 250等に代表され，様々な感覚刺激インパル

スを受けた大脳が，その刺激情報を処理する過程（例

えば，認知 ・課題解決 ・注意 ・記憶照合など様々） ，ま

たは，それに伴って運動に移行するための過程（随意

運動への心理・精神活動，他）を反映すると考えられ
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る3-5).つまり ，ERPはヒトの高次機能を反映するこ

とになる 6,7).

今回われわれは，日本語学習中の外国語母語話者（外

国人）と日本語母語話者（日本人）から得られる ERP

を比較することによって，語学習得の客観的評価とな

りうる電気生理学的な指標について推察したので報告

する．

研 究 方 法

対象は，非日 本語母語話者である日本語学習中の外

国人15名（男性10名，女性 5名，年齢24~30歳 ・早稲

田大学在学中）と日本人大学生16名（男性 7名，女性

9名，年齢19~23歳 ・早稲田大学在学中） とした．

方法は，言語およびイラストを用いた刺激系として

NEC98シリーズのパーソナル・コンピューター式と NEC

メディカルシステムズ社製 MultiStimfor Windows 

を，また，生体電気信号の平均加算処理系として同社

製 SYNAX-1200を用いた（図 1)．被験者には，脳波

記録の10/20法に基づいて記録電極を Cz, Pz, C 3, 

C4に，また，基準電極を両耳染連結に，アース電極を

Fpzに装着し， リラクゼーション・チェアーに座らせ

頭部を固定した 8,9)．イラスト刺激 ERPを記録するた

めの画像刺激は花の群の中からヒトの顔を，また，カ

タカナ刺激 ERPを記録するための画像刺激は長音を

含む 4文字単語の中から表記の誤った単語を選択させ
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た（図 2)．なお，カタカナ刺激に用いた単語は，被験

者の外国人および日本人のすべてが学習済みのものを

選択した．

この様にして得られた ERP波形のNlOO,N200, 

P 300, N 400の頂点潜時と N200-P 300および P300-

N400の頂点間振幅を計測し，比較検討を行った（図 3).

図 1 言語関連 ERPの計測風景

被験者をリクゼーション・チェアーに座らせ，刺激系として NEC

98シリーズ PCとMultiStimfor Windowsを， また，平均加

算処理系として SYNAX-1200を用いた．

結 果

(1) 外国人および日本人のすべての被験者のイラスト

刺激 ERPとカタカナ刺激 ERPに， NlOO, N200, 

P 300, N 400が出現した（図 4).
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図 2 弁別課題

(2) 外国人と日本人のイラスト刺激 ERPの比較では，

各々の頂点の潜時および振幅には統計学的に有意な

差は無かった（図 5).

(3) 外国人におけるイラスト刺激 ERPとカタカナ刺

激 ERPの比較ではNlOO, N200の頂点潜時には有

意な差が無いものの， P 300, N 400の頂点潜時はイ

ラスト刺激 ERP と比べ，カタカナ刺激 ERPか有

意に延長した (P<0.01)． また， N200-P 300, P 

300-N 400頂点間振幅はイラスト刺激 ERPと比べ，

カタカナ刺激 ERPが有意に低下した (P<0.01) 

（図 6).

(4) 日本人におけるイラスト刺激 ERP とカタカナ刺

激 ERPの比較では外国人同様， NlOO, N200の頂

点潜時には有意な差が無いものの， P 300, N 400の

頂点潜時がイラスト刺激 ERPと比べ，カタカナ刺

激 ERPで有意に延長した (P<0.01)．また，外国

人同様， P300-N 400頂点間振幅はイラスト刺激 ERP

と比べ，カタカナ刺激 ERPで有意に低下 した (p< 

0.05) が，N200-P 300頂点間振幅はイラスト刺激

ERPと有意な差は無かった（図 7).

(5) 外国人と日本人のカタカナ刺激 ERPの比較では

P 300, N 400の頂点潜時には有意な差は無かった．

また， P300-N 400頂点間振幅に有意に差はないもの

の， N200-P 300頂点間振幅は日本人と比べ外国人が

有意に低下した (P<0.01)（図 8).
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イラスト刺激 ERPを記録するための画像刺激は花の群の中からヒト の顧を，また，カタカナ刺激 ERPを記録するための画像刺激は長

音を含む 4文字単語の中から表記の誤った単語を選択させた．なお，カタカナ刺激に用いた単語は，被験者の外国人のすべてが学習済み

のものを選択した．
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図 3 言語関連 ERP波形の計測

刺激開始時点から N100, N 200, P 300, N 400ての頂点潜ll寺と ，

N 200-P 300lfll, P 300-N 4001片1の頂点1111振幅をそれぞれ計測し

た．

考 察

イラスト刺激と比ベカタカナ刺激では外国人も日本

人も P300, N 400潜時が有意に延長したか，これは呈

示された刺激の評価時間に起因するものと思われた．

カタカナ刺激，すなわち， 言語の判断要素は文字とい
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図4 言語関連 ERPの 1例

う表記的要素と意味的要素が存在するために，表記的

要素しか教示していないイラスト刺激の評価との間に

時間的な差異が生まれたものと考えられた．

しかしながら，頂点潜時よりもむしろ頂点間振幅の

差異は特記すべきであり，今回の検討によってN200と

P300の頂点間振幅が日本語学習中の外国語母語話者

の日本語習得の程度を判断するための電気生理的な指

標となりうることか推察された．

なお，この研究を脳梗塞などの疾患に伴う 種々の失

語症の言語リハビリの分野において，回復評価のひと

つの指標として応用できるものと考えている．

私たちの研究は，外国人の日本語習得の客観的な把

握という面に着目し，事象関連電位を用いて脳内言語

情報処理の過程を考察することによって発展させてき

た．そして，この一連の検討を応用言語学へ応用して

いきたいと考えている．本研究は，世界中に住む多く

の民族の多様性を尊重 しながら， 言葉を通して互いに

良好なコミュニケーションをとることを目的とした応

用言語学の研究のひとつの方向性を打ち出した．また，
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外国人と日本人の典型的な ERP波形を呈示す．左側が外国人，右側が日本人で， それぞれ上段かイラスト刺激 ERP, 下段がカタカナ

刺激 ERPである．
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図 5 イラスト剌激 ERPの潜時および振幅の比較（外国人 VS日本人）

外国人と日本人のイラス ト刺激 ERPの比較では，各々の頂点の潜時お よび振幅には統計学的に有意な差は無かっ た．
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図 6 イラスト剌激 ERPとカタカナ剌激 ERPの比較 （外国人）

外国人のみならず，幼小児の言語教育や 日本人の外国

語の習得過程，失語症の言語評価および 2次的言語習

得過程などを客観的に評価できる可能性をもつ研究で

もあるとも考えられる． 今後は， どの様な環境下で言

語教育がなされれば効果的であるかという教育環境的

な示唆をも視野に入れ研究を進めていくつもりである．
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図8 カタカナ剌激 ERPの潜時および振幅の比較（外国人 VS日本

人）

外国人と日本人のカタカナ刺激 ERPの比較では P300,N400 
の頂点潜時には有意な差は無かった．また， P300-400頂点間振

幅に有意に差はないものの， N200-P300頂点間振幅は日本人と

比ぺ外国人が有意に低下した．
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